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12月 1 日現在

世帯数 7，902(ー 10)

人口 22，610(ー 20)

男 10 ，824(- 4) 

女 11 ， 786(-16)
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つさむミあ
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し

い
新
年
を
、
お
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
喜
び
申
し
あ、

ぜ
ま
す
。

平
素
は
、
町
行
政
の

様
々
な
分
野
に
わ
た
り
ま

し
て
、
皆
様
方
の
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す。

さ
て
、
昨
年
は
金
融
機

関
が
相
次
い
で
破
綻
し
、

ま
た
サ
ッ

カ
ー
の

W
杯
初

出
場
を
決
め
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
世
相
を
表
す
漢

字
に
「
倒
」
が
選
ば
れ
、

ま
た
、
経
済
白
書
に
お
い

て
は
景
気
は
足
踏
み
状
態
と
報
告

さ
れ
る
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い

一

年
で
あ
り
ま
し
た
。

重
信
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
社

会
経
済
の
潮
流
と
国
県
の
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
、
健
全
財
政
の
確

保
と
節
度
あ
る
財
政
運
営
、
更
に

行
政
需
要
に
即
応
し
た
機
構
改
革

や
事
務
改
善
等
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
計
画
ど
お
り
重
要
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

総
合
公
園
は
、
ゲ
l
ト
ボ
l
ル

場
・
み
ん
な
の
広
場
を
共
用
開
始

し
、
現
在
は
ア
ス
レ
チ
ッ

ク

ジ
ム

や
体
育
館
の
建
設
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し

治樹

て
は
合
併
浄
化
槽
・
農
業
集
落
排

水
・
公
共
下
水
を
効
率
的
に
組
み

合
わ
せ
、
地
域
に
合
っ
た
事
業
を

計
画
的
に
推
進
し
、
生
活
基
盤
の

向
上
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

老
朽
化
と
狭
隆
化
し
た
庁
舎
に

つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
向
上
を
主
眼
と
し
て
新
庁

舎
建
設
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

今
秋
に
は
工
事
に

着

手
し
、
平
成
十
二
年
の
春
完
成
を

予
定
し
て
お
り
ま
す

。

ま
た
、
国
際
交
流
の
第
一
弾
と

し
て
「
国
際
友
好
の
翼
」
一
行
が

中
国
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な

っ
て

お
り
ま
す
が
、
国
際
化
時
代
の
施

策
も
順
次
展
開
す
る
計
画
で
ご
ざ

い
ま
す
。

社
会
情
勢
は
大
き
く

変
貌
し
、

行
政
に
対
す
る
住
民
ニ
!
ズ
は
更

に
複
雑
多
様
化
致
し
て
お
り
ま
す

が
、
安
心
し
て
定
住
で
き
る
魅
力

あ
る
環
境
を
創
出
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
諸
施
策
の
成
果
を
踏
ま

え
な
が
ら
「
み
ど
り
と
文
化
の
ま

ち
」
づ
く
り
の
た
め
遁
進
致
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

和田重信町長

賀

正

重
信
町

町
長

助
役

収
入
役

教
育
長

高桐和和
橋野田田

謙治
ー猛正樹

謹

賀

新

重
議副議信
議町

員長長警
高佐松牧丹窪大高佐浜山渡
橋伯下 生田西須伯囲内部

谷賀卯
幾正高清定茂 三良清
人夫繁行操靖徳徳強郎一春

震
十
年

元
日
一

年
平
成
十
年

冗
日
一

藤
田
群
司

石
丸
敏
雄

松
下
通

大
森
隆
茂

諸
伏
静
江

竹
市
多
賀
雄

森
忠
能

森
貞
章
吾

岡
多
正

藤
田
恒
心
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
十
年
の
輝
か
し
い

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、

在
リ
マ
日
本
大
使
館
人
質

事
件
で
幕
を
明
け
、
ナ
ホ

ト
カ
号
重
油
流
出
事
故
、

大
型
金
融
機
関
の
倒
産
と

い
っ
た
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が

多
か
っ
た
反
面
、
日
本
人

宇
宙
飛
行
士
の
土
井
隆
雄

さ
ん
が
、
初
の
宇
宙
船
外

活
動
を
見
事
に
成
功
さ
せ
、

世
界
中
に
大
き
な
感
動
と

夢
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と

ゃ
、
サ
ッ
カ
ー
の
日
本
代
表
チ
ー

ム
が
悲
願
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大

会
出
場
を
果
た
す
な
ど
明
る
い
ニ

ュ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年

は
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ

れ
、
更
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
、
金
融
ビ
ッ
グ
パ
ン
に
代
表

さ
れ
る
社
会
経
済
構
造
の
変
革
が

確
実
に
進
ん
で
お
り
、
地
方
行
政

に
と
り
ま
し
で
も
、
そ
の
影
響
は

規
制
緩
和
、
地
方
分
権
な
ど
の
胎

動
と
し
て
大
変
大
き
な
も
の
が
ご

ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
行
財
政
改
革
に
よ

る
公
共
事
業
費
の
削
減
等
に
よ
り
、

町
へ
の
財
政
的
な
影
響
も
少
な
か

/
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ら
ず
あ
り
ま
す
が
、
楽
観
は
許
さ

れ
な
い
も
の
の
、
町
財
政
は
堅
実

に
運
営
さ
れ
て
お
り
、
今
後
予
定

さ
れ
て
い
る
総
合
公
園
、
公
共
下

水
道
の
整
備
、
新
庁
舎
の
建
設
等

町
民
の
皆
様
方
の
ニ
l

ズ
に
沿
っ

た
行
政
を
展
開
で
き
ま
す
よ
う
、

健
全
財
政
を
維
持
し
つ
つ
町
民
の

皆
様
方
の
負
託
に
応
え
て
町
行
政

を
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

清春渡部

議
会
だ
よ
り

第
百
六
十
六
回
重
信
町
議
会
定

例
会
は
、
十
二
月
十
二
日
に
招
集

さ
れ
、
十
二
月
十
九
日
ま
で
八
日

間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
改

正
な
ど
二
十
一
議
案
が
提
出
さ
れ
、

十
三
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

決
算
認
定
議
案
八
件
は
特
別
委
員

会
で
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
七
名
の
議
員
か

ら
多
方
面
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま

1
νれ
~
。

以
下
、
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
一
般
会
計
補
正
予
算

。
老
人
福
祉
事
業入

、
一
O

一
千
円

。
農
業
新
生
産
調
整
推
進
対
策
事

業
一
九
、
三
八
七
千
円

。
土
地
改
良
事
業九

、
O
二
七
千
円

。
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補

正
予
算

O
簡
易
杢
埠
事
業五

、
五
五
一
千
円

。
条
例
改
正

O
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
と
同
様
、
平
均

一
・
O
二
%
給
与
を
ア
ッ
プ
す
る

(
定
例
抱
月
議
会
)

も
の
で
す
。

O
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職

員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

O
重
信
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正

に
つ
い
て

今
年
四
月
か
ら
、
し
尿
汲
み
取

り
料
金
計
算
が
、
消
費
税
分
三
%

か
ら
五
%
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

可
燃
性
一
般
廃
棄
物
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
処
理
料
金
が
事
業
所
に

つ
い
て
は
百
均
に
つ
き
百
円
か
ら

六
百
円
に
な
り
ま
す
。

O
県
営
土
地
改
良
事
業
(
上
林
地

区
上
林
下
第
四
工
区
)
に
伴
う

字
の
区
域
の
変
更
及
び
字
の
廃

止
に
つ
い
て

。
松
山
市

重
信
町
共
有
山
林
組

合
の
職
員
の
選
任
に
つ
い
て

任
期
が
平
成
十
年
一
月
一
二
十
一
日

満
了
と
な
る
た
め
、
大
西
美
喜
雄
氏

(
牛
淵
)
、
渡
部
朝
憲
氏
(
南
野
田
)
を

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

任
期
が
平
成
十
年
二
月
二
十
八

日
満
了
と
な
る
た
め
、
井
上
勝
美

氏
を
推
薦
(
再
任
)
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。
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重信コーラス

①昭和57年9月 29 日 ②25名
③木下和子 ④964圃5270(木下)

昭和57年、町内のコーラス愛好者が集い公民館活動

として発足し、昨年12月に 15周年記念演奏会を開催し

ました。この紙面を借りまして、ご支援ご協力いただ

きました方々に心よりお礼申し上げます。

コ ー ラスを通じて教養?と親睦を深め、少しでも地

域文化の向上に努めることができればと願っています。

主な年間行事は、お母さんコーラス県大会、重信町文

化祭、地区別合唱まつり等です。また昨年は、「ウェル

ケア重信J を訪問し、地元のお年寄りの方々と楽しく

交流 しました。

楽符の読めない方、子供連れの方も大歓迎です。私

達と一緒に歌ってみませんか?

4 ・ψι4すれ.3.

の女性団体があります。先月号と今月号とのl

います。

町に反映させるか、社会にどのように参画l

います。

③代表者 ④連絡先目

保
健
栄
養
推
進
協
議
会

生活文化女性塾
①平成3年8月 26 日 ②27名
③西国芳子 ④964・3899(西田)

| 地域における様々な分野で、女性の豊かな感性を反
映させ、女性の立場から社会にいかに参画し、重信町

でどう暮らしていくか試行錯誤しています。

一人で考えるよりみんなで話し合えば、より充実し

| 捌……定一き昨年は山
分別ゲーム J Iフォーラム」 などを実施しました。

1 月 10 日には第3回「新春万葉講座J 、 3月は愛媛大学

教授の小野ツル子先生をお迎えして、フォーラムパー

ト II Iすこやかに生きるためにJ を企画しています。

どうか関心のある方は、是非ご参加下さい。今年度は

塾生でない方々との交流を楽しみに活動しています。

赤
奉
仕
団

①問和49年4月 ②65名
③伊賀ツタヱ ④964・3052 (伊賀)
「私たちの健康は私たちの手でj をモットーとし

て、住民の健康を守るために、バランスの取れた

食生活を推進し、栄養、運動、休養を柱として、

健康増進に努めています。 また、ボランテイア活

動にも積極的に参加しています。

L 女性の健康づくり事業。講義及び料理講習。 (年6回)

2. 地区活動として、各公民館単位で女性の健康づ

くり事業。講義と料理論習。(年2回 )

3. 生活習慣予防対策事業。 (年2回)
4 . 牛乳料理講習。(年2回)

5 . 老人 (80歳以上独居)の給食弁当作り (年9回)

6 栄養運動会。 (年 l 回 )

日

重
信
問
中
央
レ
安
イ

E

ス
学
級

①昭和59年 ②78名
③宇都宮律子④964・1500(教育委員会)
中央レディース学級では健康・環境 ・教養・趣味の

四分野で年8回の講座を聞いています。 今年の講座
内容は次のとおりでした。

健康講座/神経内科医師の講演(頭痛・めまい ・ し

びれ)、熟年女性の健康体操

環境講座/重信町クリ ーンセンタ一見学

教養講座/重信町歴史民俗資料館見学
大河ドラマの主人公を知る 。

趣味講座/パッチワーク、楽しい年賀状作り

他、県内文化 ・広瀬歴史記念館・チロルの森見学・

施設見学

78名の会員で楽 しく行っています。参加をお待ち

しています。



重信町婦会E罰則柿人=
①昭和21年 ②210名
③藤岡傭子 ④964圃6679(藤岡)

一一「

婦人会は、長い歴史のある、社会教育関係団体です。
全国組織のもと、女性団体の基盤として、地域に根ざし l
た活動をしています。各地域に会員があってはじめて目

的が達成出来る団体です。活動の概要を紹介します。
・ ゴミ滅量。資源、 環境の保護。リサイクル活動0

・ 施設訪問。独居老人愛の一声訪問等の福祉活動0
・ 交通安全活動。県交通安全母の会活動 ・交通茶屋0
・いじめ登校拒否等青少年健全育成。
・ 同和問題女性学習講座等。

本部と支部は常に連携をもち、時代のニーズに合っ
た活動を企画し、会員の特技を生かせるよう考えてい
ます。 また、各地域では支部長を中心に地区に合った
活動をしています。高齢化が進む今、手をつないでい
ける婦人会に入ってみませんか。

「 ①昭和35判1 日 ②265名
③平岡初美 ④964・3421 (平岡)

日本赤十字社の一団体として、赤十字憲章に基づき
人道と博愛の精神のもと、下記の よ うな活動をしてい

ます。

・海外難民及び災害義援金活動
・献血運動の手伝い

| ・ NHK歳末たすけあい運動への参加
・第1 ・ 2 ・ 3養護学校への慰問及び交流
・香川県青松園(ハンセン病患者が隔離されている島)

| へ年一度の慰問
・青少年赤十字奉仕団員との手つなぎボランテイア活動

私達の活動は微々たるものにすぎませんが誇りを持っ
てボランテイアをしています。

「一一一一
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一人ひとりが医療費を大切に
年々医療費が増加していることをご存知ですか?

国保はお金を出し合って医療費にあてる制度ですから、こ

のまま増え続けるとみなさんの負担が重くなってしまい、

制度の維持が困難になりかねません。一人ひとりがよりよ

い診療を心がけ、医療費を大切にしていきましょう。

わ
が
ま
ち
健
康
語
録

毎
日
楽
し
く
つ
オ
i

キ
ン
ワ

-医療費が増えるわけ
医療費の増加には次のような理由が考えられます。

医療技術の進歩により、

治療に高額な費用がかかる
場合が溜加した

人口の高齢化により、生活習慣

病など慢性の病気をもっ人や入
院治療を受ける人が増加した

複葉ー注射
入院

-医療費はこんな使われかたをしています
わたしたちが医療機関にかかったときの医療費を診療の・診療の行為別にみた医療費

行為別にみると右図のようになります。これをみると、入・その他 勺~，2

院や投薬・注射にかかる費用の割合が高いことがわかりま:説的開一，ω
す。ふMだんωから晴健康肝づく什りをι剖叫心L、が州け、?予防肱に努恥める批とと凶も

に、定期的に健診を受けて健康状態をチエツクしましよう。・検査

平成7年社会医'陰'行3・別問董

. r生活習慣病j を予防しましょう
悪い生活習慣が積み重なって起こる「成人病」の呼称が、実体に合わせて

「生活習慣病」と改められました。 「生活習慣病」と呼ぶことで生活習慣改善

の自覚を促し、若年から、あるいは病気になる前からの健康管理の大切さを
認識してもらうことになったのです。みなさんも規則正しい生活で、生活習

慣病を予防しましょう。

楽しく続けるウォーキシグ
ウォーキングには、血液の循環をよくして動脈硬化

や高血圧を予防したり、骨や筋肉を強化するなどの効 I
果があります。まずは、気軽にできるウォーキングか I
らはじめてみましょう。

*ウォーキングの楽しみかた
.毎回歩数や体調の変化などを記録する
.歩く速さや時間、コースを変えてみる
.自然や四季の色を楽しむ
.史跡や名所などまちの歴史を探索する
.歩くイベン卜に参加する

成
人
に
な
っ
た
皆
さ
ん

国
民
年
金
加
入
で

二
十
歳
の
ス
タ
ー
ト

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
、
大

人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
る
皆
さ
ん

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
選
挙
権
な
ど

様
々
な
権
利
と
と
も
に
義
務
も
生

じ
ま
す
。

例
え
ば
、
国
民
年
金
の
加
入
も

そ
の
一
つ
で
す
。
二
十
歳
と
同
時

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
も
大
切
な
義
務
で
す
。

国
民
年
金
は
皆
さ
ん
を
中
心
に

若
い
世
代
が
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
お
年
寄
り
の
年
金

を
支
え
、
ま
た
皆
さ
ん
の
老
後
の

所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、
万
一
の

事
故
・
病
気
に
対
し
て
も
安
心
し

て
生
活
で
き
る
制
度
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
皆

さ
ん
は
「
年
金
な
ん
て
遠
い
将
来

の
こ
と
:
・
」
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ

う
が
、
将
来
を
生
き
が
い
の
あ
る
一

豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
「
備
←

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』
、
そ
の
時
に
一

な
っ
て
慌
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ト
晶
、
つ
ノ
。
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正
し
い
確
定
申
告
を
お
早
め
に

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月

十
六
日
側
か
ら
三
月
十
六
日
間

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正

し
く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
算

出
し
て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度

を
と
っ
て
い
ま
す
。

所
得
金
額
や
税
額
を
正
確
に
算

定
し
、
申
告
と
納
税
を
期
限
内
に

お
済
ま
せ
下
さ
い
。

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
税
務
署
の
窓
口
は
大
変
混
雑

し

、
落
ち
着
い
て
相
談
が
で
き
な

か
っ

た
り
、
長
時
間
お
待
た
せ
す

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん

。

で
き
る
だ
け
税
務
署
か
ら
指
定
さ

れ
た
相
談
日
に
、
そ
の
他
の
方
も

早
め
に
申
止
ロ
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
、
あ

わ
て
な
い
で
済
む
よ
う
に
、
今
か

ら
必
要
書
類
な
ど
を
準
備
し
て
お

司
-
-
E

税
金

• 7 . :;':乙けn.s-J
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さ
ま
ナ
し
ょ
、
っ
。

O
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超
え

る
人

②
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
な
ど

で
す
。

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
、
分
か

り
に
く
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
ご
相
談

下
さ
い
。

な
お
、
贈
与
税
の
申
告
は
、
二

月

一
日
旧
か
ら
三
月
十
六
日
卯
ま

で
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申

告
期
限
は
三
月
三
十

一日
ω
で
す
。

1月の納税
町県民税第4期

国民健康保険税第7期

納税期限2月 2 日(月)

町県民税申告相談日程表
(受付時間午前9時~午後3時)

町

県

民
税
申

.a:. 
Eヨ

相

談

町
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
九

年
中
の
所
得
を
平
成
十
年
一
月

一

日
に
居
住
し
て
い
た
市
町
村
に
・
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成

十
年
三
月
十
六
日
で
す
。

申
告
を
適
正
に
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
次
の
日
程
表
の
と
お
り

職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
(
指
定

地
区
以
外
の
方
で
も
相
談
に
応
じ

ま
す
)。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
町
県

民
税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

相談日 指定地区 相談場所

2月 20日制 志津川

。 23 日(月) 田窪北 重信町農村環境改善

。 24日ω 田窪南 センター

。 25日嗣 見奈良

。 26日開 山之内・樋口

。 27日樹 横河原 JA重信町北吉井支所

3月 2 日(月) 西岡

。 3 日ω 牛測

。 4 日制 牛測団地・播磨台・野田 JA重信町南吉井支所

。 5 日嗣 南野田・北野田

ク 6 日幽 下林

。 9 日(月) 上林 JA重信町拝志支所

。 10 日ω 上村・拝志予備日

。 11 日附

。 12日附 予備日
重信町農村環境改善

。 13日幽
(指定日に相談

センター
できなかった人)

。 16 日(月)

年
金
を
支
払
っ
て
い
る
社
会

保
険
庁
で
は
、
受
給
者
全
員
に

対
し
て
、
前
年
に
支
払
っ
た
年

金
の
総
額
(
支
払
日
で
い
う
と
、

前
年
の
二
月
定
期
支
払
分
か
ら

今
年
の
一
月
随
時
支
払
分
ま

で
)
、
源
泉
徴
収
税
額
及
び
控
除

の
内
容
等
を
記
載
し
た
「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
一

月
三
十
一
日
ま
で
に
送
付
し
ま

す
。源

泉
徴
収
さ
れ
る
人
(
年
金

か
ら
税
金
を
差
し
引
か
れ
て
い

る
人
)
は
、
原
則
と
し
て
、
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要

は
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
二
つ
以
上
の
年
金
の
支
払

者
に
対
し
て
扶
養
親
族
等
申
告

書
を
提
出
し
て
い
る
人
や
、
年

金
以
外
に
給
与
等
の
所
得
が
あ

る
人
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
確
定
申
告
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

源
泉
徴
収
に
お
い
て
は
、
控
除

(
医
療
費
控
除
、
生
命
保
険
料
控

除
等
)
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
に
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
税

額
の
還
付
を
受
け
る
た
め
確
定

申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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最
近
よ
く
か
食

物
せ
ん
い
“
と
い

う
言
葉
を
耳
に
し

ま
せ
ん
か
?

現
代
の
日
本
人

の
食
生
活
は
洋
風

化
に
よ
り
食
物
せ

ん
い
が
不
足
し
て

い
ま
す
。
こ
の
食
物
せ
ん
い
は
体

に
必
要
の
な
い
物
質
を
吸
い
取
り

腸
の
中
を
き
れ
い
に
す
る
働
き
ゃ
、

排
便
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
、

大
腸
が
ん
の
予
防
に
も
効
果
的
で

す
。

食
物
せ
ん
い
を
た
っ
ぷ
り
と
る

た
め
に
料
理
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
下
さ
い
。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員
ま
た
は

役
場
保
健
婦
室
栄
養
士
、

保
健
婦
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

保
健
婦
直
通
電
話

冨
九
六
四
|
四

一
七
O

ま
た
は富

九
六
四
|
二
O
O

一
間

内
線
三
二
・
一
三
一
一

月 日 場所 時間 準備物 内 容 担当

急増する大腸がん
①原因、症状、検査方法

2月 6 日幽 堀池集会所 ①最近の傾向 と 予防法

エプロン 食物繊維たっぷりの食

午前10時 タツノTー 卓づくり 栄養士
タオル

①食物繊維を多く含む
保健婦12時30分 食品の紹介及び上手

筆記用具 な摂取方法
3月 6 日制 南野田集会所 ②食物繊維の豊富な献

立(調理実習と試食)
①質疑応答

予
防
援
種
は
よ
く
理
解
し
て

予
防
接
種
は
、
感
染
症
に
か
か

ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
か
か
っ
て

も
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
免
疫
を

つ
け
る
と
と
も
に
、
流
行
を
防
ぐ

役
割
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ご
く
ま
れ
に
副
反
応

に
よ
る
健
康
被
害
も
あ
り
ま
す

。

国
で
は
、
予
防
接
種
後
副
反
応
等

の
健
康
被
害
の
調
査
、
研
究
を
行

っ

て
い
ま
す
。
そ
の
報
告
書
が
出

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
(左
表
)

予
防
接
種
を
よ
り
安
全
に
受
け

る
た
め
に
は
、
保
護
者
の
方
が
予

防
接
種
に
つ
い
て
よ
く
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
受
け
る
予
定

の
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
「
予
防
接

種
手
帳
」
や
「
予
防
接
種
と
子
ど

ワクチン別接種件数及び
副反応報告数(全国)

も
の
健
康
」
等
を
よ
く
読
み
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
事
は
、
か
か
り
つ

け
医
等
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

l

保
健
婦
か
5

の
お
知
5
せ
l

予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
再
度
、
予
防
接

種
手
帳
等
を
読
み
、
接
種
時
期

の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

ご
不
明
な
点
は
、
保
健
婦
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

ワクチン
接種者数 副反応件数

平成8年l 月 ~12月 平成B年4月~平成9年3月 l

E一目ぜ種き 喧III混且 ジヲ合ヤ'17 4,880,134 211イ牛

二i !ìi:晦種橿・ジ混フテ合リアJ 1,022,620 20件

麻しん 1,112,511 184件

風しん 2,040,252 69件

日本脳炎 3,825 ,243 90件

ポリオ 2,358,983 7件

BCG 2,624,404 60件

計 17,864,147 641件

(1予防接種後副反応報告書集計報告書」
厚生省保健医療局結核感染症課より)

※同年度内の重信町での副反応件数は0件
でした。

申
込
み
受
付
期
間

一
一
月
十
六
日
開j一

一
月
二
十
日
倒

仙波大征くん(満1 歳)

受
付
場
所

川
城
北
・
城
西
・
城
東
・
城
南

地
区

松
山
市
北
持
田
町
二
ニ
二

松
山
地
方
局
建
設
部

建
築
指
導
課
県
営
住
宅
係

川
伊
予
地
区

伊
予
市
米
湊
二
六
九

松
山
地
方
局
伊
予
土
木
事

務
所
用
地
管
理
係

抽
選
日

三
月
十
七
日

ω

募集団地

地区名 団地名

城北・城西地区
松風・松翠・朝美・梅津寺・潮見

鹿峰・中須賀

城東地区
溝辺・梅ノ本・天神・牛i朔・吟松

久米・三町

城南地区 和泉・石井・西石井・森松・砥部

伊予地区 伊予・伊予第二・新川



5 .6%以上

基本健康診査、 医療機関等での検査結果が
①総コレステロ ール値 a . 男性 220mg/dl以上

b. 女性 220mg/dl以上 (50歳未満)

240mg/dl以上 (50歳以上)

②血糖値(空腹時) 110mg/dl以上又は尿糖 ( + ) 以上
①HbAIC(採血前1 ~2ヵ月間り平均空腹時血糖を推測する指標)
④BMIによる肥満の判定で24以上一一計算してみて下さい。

BMI= 体重 (kg) a. 24以上26 .5未満/やや肥満
身長(m)X 身長 (m ) b. 26.5以上/肥満

女以上の①~④項目のうち、 1項目 でも当てはまれば受講できます。

. 9 ・ ;'ê: l ::乙 4すれ.3:

(
定
員
切
名
)

受
講
対
象
者

日 程 表

月 日 時間 場所 内容 講師

町民会館2階 講義 愛媛大学医学部
2月 5 日 (材 午後l時30分~3時

第1 ・ 2研修室 「今が大切!コレステロールを詳しく知ろうJ
寄生虫学

助教授坪井敬文

2月 12 日 (オJ 午前10時~ 12時30分
町民会館l階 講義と実技 福祉課管理栄養士
調理実習室 「健康いきいき生活のための食事①」 西山ゆかり

2月 18 日制 午後l時30分~3時
町民会館2階 講義と実技 マスターズ

大ホール 「運動の大切さを正し く学ぶ①J スポーツクラプ
Tomorrow 

2月 25 日 (泌 午後1時30分~ 3時
町民会館2階 講義と実技 健康運動指導士
大ホール 「運動の大切さを正しく学ぶ②」 浅海久美

町民会館2階 講義 重信クリーツク
3月 5 日(対 午後l時30分~ 3時

第1 ・ 2研修室 「糖尿病と腎臓のかかわりを詳しく知ろう J
院長
別宮徹

3月 9 日明) 午前 10時~ 12時30分
町民会館l階 講義と実技 福祉課管理栄養士
調理実習室 「健康い きいき生活のための食事②」 西山ゆかり

町民会館2階 講義と実技
7スタズスポ ツタフプ

3月 18 日側 午後1時30分~3時
TomoπOW 

大ホール 「自分のベースで歩いてみよう」 健康浅運海動久指美導士

l 講師の都合で日程が変更する場合があります。申込者には、変更をお知らせ致します。

2 1 月 19 日から 23固まで電話受付。 定員50名になり 次第締め切ります。 (申し込み先富964-4170)

3 申し込みは必ず事前にお願いします。当日の参加はお断りすることがあります。

あ
な
た
を

待
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す

「
骨
髄
パ
ン
ク
に
登
録
を
」

い
の
ち
を
救
え
る
の
は

あ
な
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
骨
髄
液
の
提
供
(
骨
髄
移
植
)」

と
い
う
あ
な
た
の
善
意
が
、
白
血

病
や
重
症
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど

の
血
液
難
病
患
者
さ
ん
の
命
を
救

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
全
国
で
当
面
叩
万

人
を
目
標
に
、
広
く
一
般
の
方
々

に
骨
髄
パ
ン
ク
へ
の
骨
髄
提
供
希

望
者
登
録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は

「骨
髄
パ
ン
ク
登

録
窓
口
」
を
次
の
と
お
り
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
、
加
歳
か
ら
珂
歳

ま
で
の
健
康
な
方
の
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

場
所愛

媛
県
骨
髄
デ
l

タ
セ
ン
タ
ー

(松
山
市
高
岡
町
八
十
|

一

愛
媛
県
赤
十
字血
液
セ
ン
タ

ー
内
)

開
設
日

月
・
水
曜

冨
九
七
三
|
O
七
0
0

こ
の
他
、
西
条
中
央
保
健
所
・

宇
和
島
中
央
保
健
所
で
も
登
録
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は

愛
媛
県
保
健
環
境
部
薬
務
課
ま
で

富
九
四
一
|
一
一一
一
一

(
内
線
一
三
三O
)

日時 1月 22 日 (木) 午前9時~午後9時

電話番号圏0120・025・550

内容 障害者の扶養、介護、社会参加等障

害者の人権問題に関する相談

(無料・秘密厳守)

相談担当者 人権擁護委員、弁護士、

法務局職員

松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連合会

主催

1 月 24日は法律扶助の日です
この日を記念して無料法律相談を行います。
日時 1月 23 日幽 午前10時~ 12時
場所 後日連絡する協力法律事務所または

愛媛弁護士会館
予約受付 往復はがきで1 月 16 日幽までに

お申し込み下さい。(先着順)
〒790 松山市一番町4丁目 1 ・5 一誠ピル5階
側法律扶助協会愛媛県支部

(鮒法律扶助協会愛媛県支部
愛媛弁護士ー会

申込先

主催
共催
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日
時

一
月
二
十
六
日
叩

午
後
七
時
三
十
分
j

九
時
三
十
分

図
書
館
四
階
天
体
観
測
室

場
所

内
容

①
星
雲
・
星
団
に
つ
い
て
の
説
明

②
望
遠
鏡
で
、
冬
の
星
座
・
星

雲
・
星
団
の
観
測

※
雨
天
の
場
合
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
を
利
用
し
て
星
座
の
説
明

を
行
い
ま
す
。

講
師
四
国
天
文
協
会
会
員

堀
寿
夫
先
生

受
講
料
無
料

参
加
希
望
者
は
、
事
前
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。
(
T
E
L可
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

冨
九
六
四
|
一
五
O
O
附

文
亨
乞
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

手
紙
文
、
自
分
史
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
文
章
の
書
き
方
を
、
実
践
を

通
し
て
学
び
ま
す
。

日
時
一
月
九
日
幽

一
月
二
十
三
日
働

午
後
七
時
三
十
分
i

九
時

場
所
町
民
会
館
一
階
婦
人
室

講
師
和
田
重
作
先
生

(
元
案
薪
聞
社
編
集
委
員
・

愛
媛
県
生
涯
学
習
推
進
講
師
)

受
講
料
無
料

演
題「

高
齢
者
の
日
常
の
健
康
管
理
」

|
若
さ
を
保
つ
生
活
習
慣
|

講
師
愛
媛
大
学
医
学
部
公
衆
衛

生
学
教
授
小
西
正
光
先
生

日
時

一
月
二
十
六
日
開

午
後
一
時
三
十
分
l

町
民
会
館
第
一
・
二
研
修
室

場
所

カ
ナ
ダ
ガ
ン
(
グl
ス
)
の
ひ
な

を
育
て
る
少
女
エ
イ
ミ
l

は
、
グ
渡

り

H
の
季
節
が
近
づ
い
て
、
あ
る
決

心
を
し
た
。

日
時
一
月
二
十
四
日

ω

①
午
後
二
時i
三
時
四
十
五
分

②
午
後
六
時
手
分
i

八
時
十
五
分

場
所
町
民
会
館
大
ホ
1

ル

入
場
料
前
売
り
八
百
円(

四
才
以
上
)

当
日
干
円

i
E

前
売
券
発
売
所

、M
l
l

a
塙

町
民
会
館
・
ベ
l

一
一駐
圏慰
ヵ
リ

l

玉
井
・
あ

白
骨
隠
す
っ
き
書
店
・
門

一

品
崎
明
恥
田
商
店
・
フ
ァ
ン

一

会
担
亡
、
ンl

メ
イ
ト
か
と

4

3
羽

田
う
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

一

，

J
r
一
ン
ヨ
ツ
ア
ク

ロ
l

r

i

一V1
4パ
l

・
フ
ァ

l

ス

ロ
姐
・
・
穂
一ト
進
和
・
あ
さ
ね

正
司

一定
う
(
喫
茶
)
・
映
画

〆

U
紘

一

の
会
会
員

主
催
重
信
町
親
と
子
の
良
い
映

画
を
み
る
会

後
援
重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
町
文
化
協
会

問
い
合
わ
せ
先

冨
九
六
四
|
九
六
O
八
(
佐
藤
)

富
九
六
四
|
八
三
四
八
(
栗
田
)

一
一
月
八
日
制

午
後
一
時
三
十
分
i

町
民
会
館
二
階

第
一
・
二
研
修
室

高
橋
大
蔵
先
生

\
歴
史
考
古
学
研
究
会
員
/

/
日
本
石
仏
協
会
会
員
\

演
題
「
四
十
九
院
送
葬
の
遺
跡
」

聴
講
料
無
料

ど
な
れ
F守
も
聴
講
で
き
ま
す
勺

共
催
重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
史
談
会

問
い
合
わ
せ
先

歴
史
民
俗
資
料
館

冨
九
六
四
|
O
七
O
一

日
時

場
所

講
師

第
一
展
示
室

去
年
い
た
だ
い
た

民
具
た
ち
展

第
二
展
示
室

小
学
校
三
年
生
の
た
め
の

少
し
昔
の
生
活
展

ロ
ビ
l

松
山
藩
の
窯
?
西
岡
焼

予
州
松
山
記
銘
間
磁
器
片
展

ち
ょ
っ
と
ひ
ね
っ
て
「
あ
て
っ

こ
」
式
の
展
示
に
し
て
み
ま
し
た
。

二
月
末
ま
で
。

ちょっと普の生活展の一部

歴
民
冨
(
F兼
)九

六
四
・
O
七
O
一

一
月
の
休
館
日

1
1
5

・
ロ
・
日
・
日
・
円
・

正
U

唱
且

司
'
U
今

3
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受付午前8時30分~

(当日受け付けます)
開会式午前9時~
スタート 午前9時20分
コース 2km コースのみ

参加資格町内在住者、

町内の学校・事業所に
通学・通勤する方. 

.;..~. 

受付午前8時30分~

(1 月 26 日までに

申し込みをして

下さい。)

スタート 午前10時

コース 重信中学校周辺

E忌-WJ
.... 圃圃・F

日(日)2月 1
(雨天の場合

※問い合わせ ・ 申し込み先

教育委員会社会教育課

窟964-1500刊

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
さ
い
か
ら
「
メ

チ
ャ
ク
サ
」
メ

チ
ャ
ク
サ
は
、
め
ち

ゃ
く
ち
ゃ
く
さ
い
「
へ
ら
じ
か
」
。

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
腹
が
へ
っ
た
。
森

で
い
ち
ば
ん
強
い
「
お
お
か
み
」
が
、

森
で
い
ち
ば
ん
大
き
な
メ
チ
ヤ
ク

サ
の
う
わ
さ
を
聞
き
つ
け
た
。

日
時

二
月

二
日
開

午
後
六
時
三
十
分
1

所
町
民
会
館
二
階

研
修
室

会
員
制
(
随
時
入
会
可
)

場参
加
費

連
絡
先

事
務
所
冨
九
六
四
七
一
八
八

石
川
冨
九
六
四
|
二
ハ
一

二

清
水
富
九
六
四
|
六
九
一
三

み
ん
な
で
声
を
あ
わ
せ
て
原

文
を
読
み
、
講
師
の
き
め
細
や

か
な
説
明
を
聞
き
ま
す
。
今
は
、

巻
二
十
三
「
初
音
」
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
い
つ
で
も
入
会
で

き
ま
す
。

日
時
毎
月
第
一
・
三
水
曜
日

午
後
一
時
半
1

三
時
半

講
師
重
松
紀
彦
先
生

(
前
新
居
浜
工
業
高
専
教
授
)

場
所
町
民
会
館
婦
人
室

会
費
月
二
千
円
程
度

申
し
込
み
先

富
九
六
四
l

九
六
一
七
(
高
田
)

富
九
六
四
|
七
二
二
五
(
大
西
)

子
供
向
け

~
f
bこ
ム
が

札
一
山

、
一し
う
u

じ
ぞ
;

す
噌
6
0

ン
凶
作
土

ν
t

叫
m

骨
バ
れ
文
星

6
r
t
d

司

ベ
下
の

R
a

「
竹
金

ぼ
く
の
う
ち
に
、
ペ
ン
ギ
ン

の
マ
l
ク
の
つ
い
た
、
新
し
い

れ
い
ぞ
う
こ
が
や
っ
て
き
た
。

で
も
み
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
、
中
に

ペ
ン
ギ
ン
が
す
ん
で
い
る
の
を
・
・
・
。

大
人
向
け

川
〕
書

に
と
新

5

る

z
'
ア

氏
支
首
長

川
1

雅
ジ

割
引
井
波

同
今
場

読
む
と
元
気
が
わ
い
て
く
る
、

俳
優
・
今
井
雅
之
の
破
天
荒
な

青
春
記
。

図
書
寄
贈
お
礼

次
の
方
々
か
ら
図
書
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈町
内
〉

・
岡
省
吾
さ
ん
・
森
戸

珠
実
さ
ん
・
渡
部
博
和
さ
ん
・

森
田
栄
子
さ
ん
・
相
原
一
さ
ん

・
井
田
裕
子
さ
ん
・
大
川
佐
世

美
さ
ん
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私
を
受
け
入
れ
る
準
備
は

で
き
て
い
ま
す
か

一
九
九
七
年
の
ア
メ
リ
カ
プ
ロ

ゴ
ル
フ
ツ
ア
l

の
賞
金
王
は
、
二
O

六
万
ド
ル
(
二
億
五
千
万
円
)
獲
得

し
た
タ
イ
ガ
l
・
ウ
ッ
ズ
に
決
ま

り
ま
し
た
。
彼
は
史
上
最
年
少
で
、

世
界
で
最
も
有
名
な
試
合
の
一
つ

で
あ
る
マ
ス
タ
ー
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
優
勝
し
た
、
黒
人
と
ア
ジ
ア

系
の
父
母
を
も
っ
二
十
一
歳
の

青
年
で
す
。
こ
の
マ
ス
タ
ー
ズ
ト
ー

ナ
メ
ン

ト
が
行
わ
れ
た
オ
l

ガ
ス

タ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
は
、
数
年
前
ま
で

黒
人
が
メ
ン
バ
ー
に
な
る
こ
と
を

拒
否
し
て
い
ま
し
た
。

彼
は
テ
レ
ピ
で
、
「
米
国
に
は
私

の
肌
の
色
の
せ
い
で
、
私
が
プ
レ

ー
で
き
な
い
コ

l

ス
が
い
く
つ

か
あ
る
。
世
界
よ
、
私
を
受
け
入

れ
る
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
か
」

と
差
別
撤
廃
を
訴
え
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
プ
ロ
野
球
大
リ
ー
グ

に
、
ジ
ャ
ッ
キ
l

・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と

い
う
黒
人
選
手
が
、
は
じ
め
て
出
場

し
た
の
は
約
五
十
年
前
の
こ
と
で

す
。
彼
は
引
退
後
、
全
米
黒
人
地
位

向
上
協
会
の

一
員
と
し
て
人
種
差

別
を
な
く
す
る
運
動
に
身
を
投
じ

ま
し
た
。

マ
ス
タ
ー
ズ
で
ウ
ッ
ズ
が
優
勝

し
た
二
日
後
に
聞
か
れ
た
「
ロ
ビ
ン

ソ
ン
デ
ビ
ュ
ー
五
十
年
記
念
式

典
」
で
、
ク
リン
ト

ン
大
統
領
は
ロ

ビ
ン
ソ
ン
と
「
彼
の
後
継
者
」
ウ
ツ

ズ
の
偉
業
を
た
た
え
、
差
別
撤
廃

を
全
国
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ウ
ツ
ズ
が
世
界
に
訴
え
た
、
「
私
を

受
け
入
れ
る
準
備
が
で
き
て
い

ま
す
か
」
は
、
私
た
ち
と
ど
ん
な
か

か
わ
り
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
成
九
年
度
の
第
四
十
九
回
人
権

週
間
の
テ
l

マ
の
一
つ
は
、
「
国
際

化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意

識
を
育
て
よ
う
」
で
し
た。

県
内
の
外
国
人
登
録
者
数
は
、

四
千
二
百
二
十
九
人
(
八
年
十
二
月

現
在
)
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
な
ど

特
別
永
住
者
(
千
五
百
九
十
二
人
)

以
外
の
留
学
生
な
ど
の
外
国
人
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
愛
媛

大
、
松
山
大
で
学
ぶ
外
国
人
留
学

生
は
百
九
十
三
人
で
、
そ
の
ほ
ぼ

半
数
の
九
十
五
人
が
中
国
人
で
す
。

ま
た
、
県
内
で
一
方
が
外
国
籍

の
婚
姻
数
は
九
十
組
(
平
成
八
年
)
、

毎
年
八
十
か
ら
百
組
前
後
あ
り
、

外
国
人
と
日
本
人
と
で
構
成
す
る

世
帯
数
は
、
六
百
九
に
も
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
重
信
町
内
に
居
住

し
て
い
る
外
国
人
は
、
六
十
一
名

で
す
。
ま
た
町
で
は
、
町
民
レ
ベ

ル
で
の
国
際
交
流
を
図
る
た
め
、

「
重
信
町
国
際
友
好
の
翼
」
を
企

画
し
、
今
月
実
現
の
予
定
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
国
際
化
の
波
は

現
実
の
問
題
と
し
て
私
た
ち
の
足

元
に
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
外
国

人
の
多
く
は
、
日
本
は
閉
鎖
性
の
強

い
で
っ
ち
と
け
に
く
い
)
社
会
だ
と

感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
鎖
国
制
度
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
今
ま
で
外
国
人
と
接
す

る
機
会
が
少
な
く
、
外
国
人
と
日
本

人
の
間
で
起
き
る
問
題
に
困
っ
た

り
悩
ん
だ
り
し
た
経
験
の
少
な
い

こ
と
も
原
因
の

一
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
と
ば
や
生
活

習
慣
、
宗
教
や
文
化
の
異
な
る

人
々
と
「
共
に
生
き
る
」
時
代
に
入

り
ま
す
が
、
人
権
問
題
と
し
て
の

「
共
生
」
と
は
、
単
に
「
異
質
な
人

と
共
に
生
き
る
」
で
は
な
く
、
「
異

質
を
認
め
、
異
質
な
人
と
共
に

生
き
て
行
き
た
い
」
と
い
う
積
極

的
な
生
き
方
を
指
し
ま
す
。

そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
「
あ
な
た
は

私
を
受
け
入
れ
る
準
備
は
で
き
て

い
ま
す
か
」
に
対
す
る
答
え
で
す
。

戸
川
川
瞳
閣
一
を
展
開
し
ま
し
ょ
え

全
町
民
の
皆
さ
ん
ヘ

j

あ
る
事
例
の
紹
介
j

今
回
は
、
西
岡
区
の
「
声
か
け
配
布

し
ま
し
た
。

「声
か
け
運
動
」

運
動
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
、
子
供
の
名

ま
す
。
前
を
覚
え

よ
う
と
い
う
趣
旨
か
ら

西
岡
区
で
は
、
昨
年
八
月
の
区
で
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方

協
議
会
(
区
内
各
組
の
組
長
に
よ
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
お
年
寄
り
の

っ
て
組
織
さ
れ
る
区
最
高
の
協
議
方
々
か
ら
も
喜
ば
れ
、
意
識
も
大

機
関
)
に
お
い
て
、
「
い
じ
め
・
登
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

校
拒
否
問
題
対
策
西
岡
区
協
議
会
」
十
一
月
に
も
た
れ
た
区
協
議
会

を
結
成
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
で
は
、
前
回
の
申
し
合
わ
せ
通
り
、

町
の
連
絡
会
議
で
提
起

さ
れ
た
最
近
の
区
内
の
子
供
た
ち
の
様
子

「
声
か
け
運
動
」
に
区
と
し
て
も
本
を
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
話
し

腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
こ
と
、
そ
合
い
ま
し
た
。

し
て
、
今
後
の
区
協
議
会
に
お
い
「
始
め
は
、
声
を
か
け
て
も
き
ょ

て
は
、
子
供
た
ち
の
様
子
に
つ
い
と
ん
と
し
て
い
た
子
供
が
多
か
つ

て
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
た
が
、
最
近
は
、
笑
顔
で
声
が
返

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」

早
速
、
区
協
議
会
名
で
「
声
か
「
土
曜
の
休
み
が
多
く
な
っ
て
子

け
運
動
」
の
啓
発
資
料
を
作
り
、
供
の
外
で
遊
ぶ
姿
が
多
く
見
ら
れ

組
長
さ
ん
を
通
じ
て
全
戸
に
呼
び
る
よ
う
に
な

っ
た
。」

か
け
ま
し
た
。
併
せ
て
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
声
が
相
次
ぎ
、

組
の
寄
合
等
の
機
会
に
こ
の
こ
と
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域

を
話
題
に
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
の
人
々
の
目
が
子
供
た
ち
に
向
け

ま
し
た
。
ら
れ
て
い
く
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま

西
岡
区
内
の
河
之
内
組
で
は
、
し
た

。

九
月
に
行
わ
れ
た
組
の
慰
安
旅
行
「
声
か
け
運
動
」
に
明
る
い
展
望

の
際
に
、
組
内
の
小
・
中
学
生
の
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
根
気
強
く

氏
名
と
愛
称
の

一
覧
表
を
全
員
に
継
続
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。



コ
ン
ニ
チ
ワ

総
務
課
で
す

役
場
各
課
紹
介
の
第
九
回
目
と

な
る
今
回
は
、
人
事
や
財
産
管
理

の
仕
事
を
し
て
い
る
総
務
課
で
す
。

担
当
課
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し

た
。
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可
役
場

4

-
脅
課
紹
介
一

⑨

一
総
務
課
に
は
ど
の
よ
う
な

係
が
あ
り
ま
す
か

総
務
係
・
秘
書
係
・
管
財
係

・

行
政
係
と
選
挙
管
理
委
員
会
が
あ

り
ま
す

。

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

総務課職員

総
務
係
は
、
役
場
職
員
の
人

事
・
給
与
に
関
す
る
こ
と
、
定

例
・
臨
時
の
議
会
の
招
集
、
議
案

の
作
成
に
関
す
る
こ
と
、
条
例
・

規
則
の
改
定
、
事
務
の
改
善
見
直

し
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
行
政
を

執
行
・
管
理
す
る
基
本
的
な
こ
と

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
二
年
春
完
成
を

目
指
し
て
新
庁
舎
の
建
設
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

秘
書
係
は
、
月
例
行
事
に
関
す

る
こ
と
、
国
・
県
な
ど
か
ら
送
ら

れ
る
各
種
公
文
書
の
収
受
、
発
送

保
存
に
関
す
る
こ
と
、
栄
典
事
務

に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
行

っ

て
い

ま
す
。

管
財
係
は
、
庁
舎
の
管
理
及
び

取
り
締
ま
り
、
町
有
財
産
の
貸
借
、

土
地
建
物

・

備
品
な
ど
の
管
理
に

関
す
る
こ
と
や

、

業
者
か
ら
提
出

さ
れ
る
指
名
願
の
管
理
、
公
共
工

事
の
入
札

・

契
約
に
関
す
る
こ
と

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

行
政
係
は
、
町
民
・
各
種
団
体

か
ら
の
陳
情
に
関
す
る
こ
と
や
、

区
長
会
に
関
す
る
こ
と
、
ま
た
、

カ
l

ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
等
交
通
安
全
に
関
す
る
こ

と
、
交
通
災
害
共
済
に
関
す
る
こ

と
、
防
犯
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
の
消
火
活
動

・

訓
練
の
実
施
や
、
防
火
水
槽

・

消

火
栓
を
設
置
す
る
な
ど
消
防

・

水

防
に
関
す
る
こ
と
も
行
っ
て
い
ま

す
。

特
に
、
今
年
度
は
各
種
機
関

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
震
災
害

を
含
め
た
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
を
進
め
る

一
方
、
関
係
機
関

の
協
力
を
得
て
大
が
か
り
な
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
災

害
時
の
対
応
に
万
全
を
尽
く
す
よ

う
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
四
名
の

選
挙
管
理
委
員
と
選
挙
の
執
行
、

選
挙
人
名
簿
の
登
録
、
管
理
な
ど

選
挙
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
務
課
は
、
町
民
の
皆
様
と
直

接
接
す
る
機
会
は
少
な
い
課
で
す

が
、
各
種
団
体
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
町
行
政
が
円
滑
か
つ
適
正

に
執
行
で
き
る
よ

う
、
ま
た
、
聞

か
れ
た
行
政
の
運
営
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

焼
却
設
備
を
用
い
ず
に
ご
み
を

焼
却
処
分
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「野
焼

き
」
が
全
国
各
地
で
あ
ら
ゆ
る
面
に

お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
や
簡
易
焼
却
炉
な
ど
に

よ

る
安
易
な
焼
却
は
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
排
出
と
い
う
面
で
問
題
が

あ
り

ま

す
。
野
焼
き
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
日
常
の
ご
み
を
燃
や
す

家
庭
用
簡
易
焼
却
炉
な
ど
小
型
の

焼
却
炉
に
つ
い
て
も
排
ガ
ス
処
理

設
備
等
が
不
十
分
な
場
合
が
多
く
、

ダ
イ
オ
キ
シ

ン

等
の
有
毒
ガ
ス
が

処
理
さ
れ
ず
高
濃
度
の
ま
ま
煙
と

な
っ

て
漂
い
、
生
活
に
入
り
込
ん

で
き
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
法
に
お
い
て
は
、

施
設
の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
処
理

基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ご
み

を
焼
却
す
る
際
に
は
こ
れ
を
遵
守

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い

ま
す
が
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
焼
却

に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
良

識
に
頼
ら

、

ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

家
庭
等
で
の
安
易
な
ご
み
の
焼

却
は
、
近
所
迷
惑
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
ひ
い
て
は
環
境
問
題
と
い

え
ま

す
。

安
易
な
焼
却
を
手
控
え
、

設
備
の
整
っ
た
焼
却
施
設
に
持
ち

込
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
っ
て
?

ダ
イ
オ
キ
シ

ン

と
は
、
有
機
塩

素
化
合
物
の
一
種
で
、
化
学
物
質

の
合
成
過
程
や
燃
焼
過
程
に
お
い

て
意
図
せ
ず
生
成
さ
れ
る
物
質
で

す
。

そ
の
毒
性
の
強
さ
は
け
た
は

ず
れ
で
、
急
性
毒
性
は
青
酸
カ
リ

の
一
万
倍
に
相
当
し
、
ま
た
こ
れ

も

が
食
物
連
鎖
を
通
し
て
体
内
に
濃

約

縮
蓄
積
さ
れ
、
ニ
疋
量
を
超
え
る

と

と
、
肝
臓
障
害
・
免
疫
障
害
・
奇

う

形
の
発
生

・

が
ん
の
発
生
な
ど
さ

む

ま
ざ
ま
な
慢
性
毒
性
を
現
す
と
い

の

わ
れ
て
い
ま

す
。

もキ
』
酢

・
つ

E
E

-
u減

咳

の

仙川
み

駅
ご

施たつ整の備設+AF 
理処怠

品量減のみ+
。ずま



14 -; f 乙 4 すれよ.
-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃厄ゐ司・，_圃h・a・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
重
信
連
句
会
」

会
員
募
集

毎
月
一
回
「
連
句
の
座
」
を
設

け
、
歌
仙
を
巻
い
て
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
初
心
者
も
歓
迎
し

ま
す
の
で
申
し
込
み
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日

時
毎
月
第

二
日
曜

午
後
一
時
i

三
時

町
民
会
館
一
階
婦
人
室

愛
媛
連
句
連
盟
理
事

青
野
竜
斗

講場
師所

会
費
無
料

窟
九
六
四
|
七

一
六
八
(
青
野
)

ま
ご
こ
ろ
銀
行
だ
よ
り

重
信
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
次
の
方

か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〈
一
般
寄
付
〉

西
岡
P
T
A
(西
岡
)

松
山
街
商
協
同
組
合
(
松
山
市
)

〈
香
典
返
し
〉

渡
部
慶
三
(
上
林
)
亡
母
・
政
柴

水
道
の
冬
仕
度

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4

℃
以
下
に

な
り
ま
す
と
、
防
寒
の
不
完
全
な

水
道
管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
し

ま
す
。
と
く
に
多
い
の
は
次

の
よ
う
な
水
道
管
で
す
。

①
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

②
北
向
き
に
あ
る

①
風
あ
た
り
が
強
い
と
こ
ろ
に
あ

る
O
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は
、

蛇
口
を
開
け
、
タ
オ
ル
な
ど
を

か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く

り
と
か
け
て
下
さ
い

。
(
熱
湯を

急
激
に
か
け
る
と
、
破
裂
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
)

防寒のしかた例えば
①保温材を巻き ます。蛇口が破裂 し

輸やすいので、絵のように完全に包

んで下さい。

布など令喜男をご利用下さい。なお、これらが
ぬれないように、上からどニール
などを巻いて下さい。

③メーターボックスの中に使い古 し

重量の毛布や布切れなどを入れ、メ ー
タ ーボックスの上にダンボー Jレな
どをのせて保温して下さ い。

2
月
2
日
よ
り
新
勤
客
号
制
ス
タ
ー
ト
日

温泉地の稲郵便§号で当て去る rふ~~~Ib包J
応募方法 業舎に答え(，①~⑦の数字j と「合計の数字J )

希望コース ・新郵便番号 (7けた)・住所 ・ 氏名・電話番号を記

入の上、ご応募下さい。

[応募先] 'T790-97 松山市宮田町8-5

四国郵政局「新郵便番号ク イズ係j あて

締切 l月 23 日幽(当 日消印有効)

賞品正解者の中から抽選で、温泉地特産「ふるさと小包j

を77名様にプレゼント!

コース名 温泉名 賞 品名

A コース 祖谷温泉 祖谷平家そ ';f
B 。 もみじ )11 温泉 すだち酢

C q 塩江温泉 海江銘茶

D 。 美霞洞温泉 しいたけ

E イ少 宝泉坊温泉 手造りハム

F 4シ 馬路温泉 ごっくん馬路村

G イタ 松葉川温泉 四万+清流ゆり

問題

次の四圏内の温泉地の新郵便番号の、

それぞれ7けた目(最後尾)の数字及び

その合計の数字はいくつでしょう。

①祖谷温泉(徳島県三好郡池田町松尾)

②もみじ川温泉(徳島県那賀郡相生町大久保)

③塩江温泉(香川県香川郡塩江町安原上)

④糞霞洞温泉(香川県仲多度郡琴南町勝浦)

⑤宝泉坊温泉(愛媛県東宇和郡城川町高野子)

⑥馬路温泉(高知県安芸郡馬路村馬路)

⑦松葉川温泉(高知県高岡郡窪川町日野地)

抽選にもれた方の中から、 50名様に各温泉地からプレゼン ト。

抽選日 l 月 28 日制

※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えることとし、新

郵便番号制が実施される2月 2 日(月)にお届けします。

巴+白+巴+白+白+白+巴=巴
ヒント

日
時

一
月
十
日
凶

午
前
十
時
i

午
後
一
時

町
民
会
館
調
理
室

場
所

講
師

o

萎
一
農
(
中
国
大
連
出
身
)

愛
媛
大
学
医
学
部
大
学
院
生

o
釘
断
(
中
国
滞
陽
出
身
)

愛
媛
大
学
医
学
部
大
学
院
生

参
加
者
三
十
名

材
料
費
実
費

連
絡
先
九
六
四
|
三
二
五(

橋
本
)

演
題「

家
持
の
愛
し
た
女
性
た
ち

坂
上
大
嬢
・
笠
郎
女
・
亡
き
芙
」

講
師
竹
田
美
喜
先
生

(
愛
媛
大
堂
非
常
勤
講
師
・

済
美
高
校
教
諭
)

日
時
一
月
十
自
国

午
後
一
時
三
十
分
l
三
時

場
所
町
民
会
館
三
階

第
三
研
修
室

主
催
女
性
塾

入
場
整
理
券
(
無
料
)
は
図
書
館

と
町
民
会
館
に
あ
り
ま
す
。



十
一
月
二
十
三
日
、
午
前
九
時

か
ら
重
信
町
・
川
内
町
・
東
温
消

防
等
事
務
組
合
の
総
合
防
災
訓
練

が
、
横
河
原
の
重
信
川
河
川
敷
に

お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
大
規
模
な
地
震
に
よ
り

災
害
が
発
生
し
た
と
の
想
定
の
も

と
、
両
町
消
防
団
、
田
窪
・
川
内

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
、
北
吉
井
・
川
上
小
学
校
、
国

立
療
養
所
愛
媛
病
院
、
愛
媛
県
防

災
航
空
事
務
所
、
松
山
南
警
察
署

等
の
約
八
百
人
が
参
加
し
、
情
報

収
集
・
避
難
・
救
助
・
救
護
所
設

置
・
火
災
消
火
・
林
野
火
災
防
ぎ

よ
・
水
防
な
ど
総
合
的
な
訓
練
が

総合防災訓練開催

き
び
き
び
と
し
た
合
図
と
動
作
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
は

厳
し
く
な
り
、
火
を
使
う
機
会
も

多
く
、
火
災
発
生
が
大
変
懸
念
さ

れ
る
季
節
で
す
。
寝
る
前
や
、
お

出
か
け
の
際
に
は
火
の
元
の
確
認

を
し
、
各
ご
家
庭
で
の
防
火
・
防

災
意
識
の
高
揚
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
併
せ
て
、
今
後
の
消
防
団

活
動
に
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「
ま
も
る
く
ん
の
家
」
を
設

教
育
委
員
会
と
P
T
A

連
絡
協

議
会
・
防
犯
協
会
は
、
最
近
多
発
し

て
い
る
児
童
生
徒
の
被
害
を
防
止

す
る
た
め
に
、
町
内
百
二

十
九
ヶ
所
へ
「
ま
も
る
く
ん

の
家
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
児
童
生
徒
が

何
ら
か
の
犯
罪
に
ま
き
こ

ま
れ
そ
う
な
時
、
逃
げ
こ

む
場
所
と
し
て
、
通
学
路

の
要
所
要
所
の
商
店
や
個

人
住
宅
に
ご
協
力
を
得
て

設
け
た
も
の
で
す
。

ι‘すc?'I.ミ;15 

今
後
と
も
、
次
代
を
担
っ
て
い

く
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
、
皆

様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
十
一
月
開
催
さ
れ
た
愛
媛

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭

切
に
お
い
て
、
本
町
よ
り
出
場
し

た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
と
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
女
子
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
、
松
山
地
方
大

会
一
位
、
県
大
会
で
は
二
年
連
続
の

優
勝
と
活
躍
が
光
り
ま
す
。

一
方
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
は
昨

年
の
県
大
会
で
は
三
位
、
今
年
は
優

勝
と
年
々
実
力
を
上
げ
て
い
ま
す
。

「
念
願
の
優
勝
そ
し
て
金
メ
ダ
ル
を

受
け
と
っ
た
時
は
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
み
ん
な
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
勝
ち
取
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
楽
し
く

仲
よ
く
頑
張
り
ま
す
。
」
と
バ
ド
ミ

ン
ト

ン
チ
l

ム
の
お

一
人
。

こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す
の
活
躍

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

愛
媛
ス
ポ
レ
ク
祭
で
優
勝

企
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
チ
ー
ム

4
司
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
チ
l

ム

表
紙
写
真
説
明

現
在
、
上
林
に
ジ
ャ
ン
ボ
門
松
が

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
場
所
は
県
道
美

川
松
山
線
沿
い
の
上
林
入
り
口。

故
郷
で
お
正
月
を
過
ご
す
人
達

を
温
か
く
迎
え
よ
う
と
、
上
林
観

光
協
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
四
年

前
か
ら
作
っ
て
い
ま
す
。
材
料
の

準
備
・
組
み
立
て
・
飾
り
付
け
等

す
べ
て
地
元
の
方
に
よ
る
こ
の
門

松
、
高
さ
が
約
三
メ
ー
ト
ル
も
あ
仇

り
ま
す
。

さ

夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
畳
汗

と
は
ま
た
違
っ
た
趣
が
あ
り
ま
す
。
敏

一
月
十
四
日
ま
で
出
迎
え
て
く

ご

れ
ま
す
。

布

交
通
事
故
の
発
生
状
況
明

l
i
l
i
-
-
-
ー

の

腕E
日
計
回
附
報

日
手
平
一
い
一
一

h
H
一
門

-
L

川
一
昨
一
二
+
一
二
開
j

u
T
十
i
T

十
上
警

翌
年
一
回
一
叩
一
M
一
山

一
叩
一
本
一
ロ
叩
一
恨

0'坑O明。民，v..q.. -û-<Q 叫少><Q・~

-
高
齢
者
の
死
亡
事
故
多
発

j

早
朝
・
夜
間
に
集
中

・
十
二
月
に
入
り
、
重
大
事
故
多
発

・
反
射
埜
着
用
で
自
己
防
護

ー
着
用
者
の
重
大
事
故
な
し
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12月 10固までの届出分

の籍戸

お
誕
生
お
め
で
と
う

横河原牛牛田需玄宮T 需互古志津川 横河原雷工見奈良雷上樋牛横河原西志津川横河原 北野 住

i刻 i刈窪 E E E E2 林口 i刻岡 田 所

iiiiiiiiii静iiii!iii 保護
者

享佑iiH菜青1公和也3ゃ萌首長i周平ゴ}美憂みT貴畳t唱幸tえ配史L大(i雅:宏1亜ぁ秀t来まpρ蘭かま 舘;真i 生出
!尼

1111111111111111111111111111111111111110 生
-・ ・ ・・ ・・・・ ・ ・・・ ・ 年月
22 21 21 21 21 21 20 19 19 18 15 14 12 10 9 7 7 4 3 31 目

砂満1 j竃みさ
遠藤美彩ちゃん
(H9 . 1 . 14生)回窪

fいろいろ笛ペ弓れる様
(2掛け、部屋αφも劃
きまわって毎Ð~hで
ま布。壱頃(21ð;歩ける
力、おーとσ)hUL)まっ

てま布。J
(父・武 母・礼子)

志j川掌見奈良志津川 宮T 西需玄牛宮-宮T 樋 住

百岡 E1開l E E 口 所

1 三本itiEF 保護者勝彦田好孝典井宣昭光二 志
穂志JLs智大2t辰弥2ゃ大貴:さ:少圭Z花梨:か周平t}茜音fω和)3樹直2s 生出

児

12111111111111111111 生年月
2 29 29 28 26 25 25 24 23 22 日

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

住
所
一
氏
名
一
年
令
一
死
亡
の
日

横
河
原
一
中
村
唯一郎
回
日
・

8

阻
窪
一
品
歪
事
方
子
回
日

-
m

田
窪
一
山
田
ヒ
サ
子
即
日

-
U

北
野
田
一
花
山
八重
子

ω

日
・
日

野
田
1

丁
自
鈴
木
芳
江

m
H

・
凶

田
窪
一
青
木
時
光
何
日
・
同

志
津
川
一
桑
野
徳
司

ω

日
・
幻

自
窪

一
竹
岡

忠
河
口
・

3

田
窪

一
竹
本
市
雄
的
ロ

・
叩

4満3歳
よしお

陳嘉夫くん
(H7.1.15生)北野田

ruつ毛、音楽tl張れて
くると、をσ) 1 )ズふ (2
乗っと踊るヨ乙く h 。
ごれか弓主元気でEく
さh踊ろうね。J
(父・光明母 .，t.)

満3歳までのお子様を募集します l
J、ノ、ノ、J、J、ノ、ノ、/、/、ノ、.ro./、ノ、ノ、ノ、..r、J、J、ノ、J

掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10 日までに、写真に
保護者のコメントを添えて役場町民課までお送り下さい。

広
報
担
月
号
中
、
1

月
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
の
却
日
同
叩
日
闘
の
移
動
図
書
館
車
運
行
は
そ
れ
ぞ
れ
8

日
同
9

日
樹
の
誤
り
で
し
た

。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

-

寄976ー7811

第20回重信町健康マラソン大会、第23回400歳駅伝大会 113ω | 移動図番館車運行(上村、下林、 上林方面)
1 (日) トーーーーーーーーーーーーーーーーーー-ーーー ιーー一 時一一ーーー【 『ー ーーーーーー---

当番医愛媛十全医療学院附属病院川内町南方富966-5011 114出 1
町県民税第4期・国民健康保険税第7期納期限 |1 5(日 ) 1 当番医中川病院 松山市南梅本町

2 伺) ト 5 J\ t:: ')長豆一一一一一一一ー|ー13756こ五:両面一良一蚕一信 116伺) 1 リ ハピリ教室
移動図書館車運行 11 3 ・ 40- 14:401 北吉~I 幼稚園 1 離乳食学級

3Wトー一一一ー ー ーーー一一卜一一一ーートー一一一 ;~~ II~I:: ~:~'I: '-'.I'_' _ ~ ~ 113 ・ 30- 15 ・ 001 町民会館
おとしより健康相談室(要予約冨964-4170)114 ・ 00- 16 ・ 001 町民 会館 1 , ..1 (H9年 10月 -11 月生まれの者) 1'----'---1 

1--- --n l __-_ -:..~-~~ 117ωト一一一一ーて一てーー一一一一一一十一一一一一一十一一一一
9:30- 15: ∞| 町民会館 11 fVV I 移動図書館車迷千T 113:40- 14 ・ 401 北吉判幼有{閤

おとしより健康相談室(要予約富964-4170)114:00-16 ・ 001 町民会館

3才児健康診査

場所時間名事行日(曜)場所時間名事行日(曜)

13:30- 15:301 町民会館

13:30-14 ・ 301 町民会館
19:00- 1 1'日民会館

13:30-15:001 町民 会館 1.… | 病気別健康教室① い3:30-15 :301 町 民会館
9:00-11 :001 役場保健婦室 |山 J 'I I 読議会(源氏物詩講座) 113:30-15:301 町民会館婦人室

移動図書館車遂行

手話教室

(H6年7月 ・ 8月生まれの者)

9:30- 15: ∞| 町民

読書会(源氏物語講座) 113:30- 15:301 町民会館婦人室
4 同ト一一一一 ー 「 ー 1":'.:'':' -::.---:_--' :::'::1": ー ー一一ーー

移動図書館率遂行 . . 113 :40- 14 :401 重信幼稚図

手話教室

5同|病気別健康教室①

健康生活相談

i町民 会館

.w791-02 重信町大字志津川972番地雷(089)964-2∞1 (代表) N1T四国電話帳附

13 :40-14: 301 重信幼稚図

健康づくり料理講習会

7凶 1 119同 | 人権相談所 ・ 110:00- 15:001 役場会議室

8 (回l樫堕型1一一一一1_'! ~_~O_ -= ~ 6~ ~ql_~i些持?叶 20幽寧些主望号-- 17Jqq1叫j坊些些
a 当番医国立療養所愛媛病院 重信町償河原冨964-24111--- 1 育児相談教室 1 9 :30- 11 :001 町 民会館

9 例) 1 121凶 |

E 千惜竺哲坦月1旦恒R明旬tι一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-，-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一寸γ-一一-一一-一一-一一-一一-一一-一一-一-~も2η羽訓捌2(飾抑{仔的FI叫!
1ω0か月児乳児相談 1 1_ _ • _1 |当番医岸2本伝医院 川l内町北方富9鮪66一5印67河0 

1 9:45 - 10:001 町民会館， , 
(H9年4月生まれの者) 1 7.~~ w ， vvl~' ....... 1->0 ...~ 1 23伺) 1 巡回健康相談〈各地区 )25 日制まで

l悦刈トー ーーーーー ー|ーーーーーーー--j- -ーーーーーー
4か月児乳児健診 I. ~.~n ".~J Drr "'" L>. ..'" 1 24(:k) 1 移動図書館革運行(山之内、悩口、横河原方面)

113 :30- 14 :3叫町民会館 l l 
(H9年9月生まれの者) 1'-'-- . "--1 . --- -- 1 不燃物問収円

両面正面五百山内1，白石川雨漏一一一一一ーーーー -l25刷[恒唾極重二二二二|五E594EG芳
祝日のためごみ収集休みますν | |移動図書館革連行(志津川、八反地、西岡、堀池、4二胤自衛隊官舎方[自)

11附ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一;-----.~ v 

当番医藤石病院 孝信町志津川戸964-12叫%闘い、堅二UI手FE--一一一一_l_1~~qo~τ~5_:9ql!~_~ 全ー母
病気別健康教室② 110 ・ 00- 12 ・ 3叫町民会館 1 1移動図書館車運行(上樋団地、撚謄台団地、野田、新村、北野町、南野聞方蘭)

ーーーーーーーーーーーー目ーーーーーーーーーー『ー-ーーーーーーー

12(村|行政心配ごと相談所 113 :00- 15:001 町 民会館 1 食生活相談 1 9:00-11 :001 役場保健婦室
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーー一一一ーーーーー-ー 『 戸ーーーーーーー一一一一一一一 ーー ーーーーーーーーIーーーーーーーーーーー ー ーーーーーーー

| 移動図書館車運行(上樋団地、橋膳台団地、野問、新村、北野町、南町'111方面) 1 27樹 | 育児相談教室 1 9:30-11 :001 ï有吉井保育所

| 食生活相談 1 9:00-11 :00 1 役場保健婦室 | | 移動図書館事遂行(上村、下林、上林方面)
13樹卜ーー一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーートーーーーー--: '-I":~ ~--. ~ ::::-=.:-~ +----:-:-:-l 

l 育児相談教室 1 9: 30-11 : 001 南吉井保育所 128出 | 粗大ごみ問収日

19:00-

印刷

9: 30-11: 001 町民 会館
ーーーーーーーー一一一一一一一ーー 司ーーーー，-ー ーーーーーーー→一ーー ーー ーー ー

10:00-12:3ω 堀池集会所

町民謀編集愛媛県温泉郡重信町

6倒 | 育児相談教室

発行


	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part148.pdf
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part149
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part150
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part151
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part152
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part153
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part154
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part155
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part156
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part157
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part158
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part159
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part160
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part161
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part162
	広報しげのぶ（平成9年4月）_Part163

